




Analysis of Relation between Life Style, Health Condition,




































































であり，A または B と判定された心身の状態が
良好な傾向にある学生は 4 分の 1 にとどまった。









































E（極めて悪い）が 7 % であり，A または B と判
定された心身の状態が良好な傾向にある学生は 4
分の 1 にとどまった。 一方，D または E と判定
された心身の状態に問題の多い傾向にある学生が
3 割を超えることがわかった。（表 1 を参照）
　筆者らが2002年に短期大学学生を対象として実











表 1． 3 つの群の各調査項目の判定結果
項目 区分
規則群（51名） 中間群（52名） 不規則群（44名） 全体（147名）
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
心身の状態
A 6 11.8 1 1.9 0 0 7 4.8
B 18 35.3 10 19.2 2 5 30 20.4
C 16 31.4 17 32.7 16 36.4 49 33.3
D 11 21.6 16 30.8 14 31.8 41 27.9
E 0 0 8 15.4 12 27.3 20 13.6
健康生活
全般
A 5 9.8 0 0 0 0 5 3.4
B 28 54.9 3 5.8 0 0 31 21.1
C 18 35.3 35 67.3 12 27.3 65 44.2
D 0 0 12 23.1 24 54.5 36 24.5
E 0 0 2 3.8 8 18.2 10 6.8
性格類型
A 型 7 13.7 14 26.9 6 13.6 27 18.4
B 型 5 9.8 5 9.6 11 25 21 14.3
C 型 15 29.4 14 26.9 13 29.5 42 28.6
D 型 20 39.2 10 19.2 4 9.1 34 23.1
E 型 4 7.8 9 17.3 10 22.7 23 15.6
運動量
A 2 3.9 0 0 0 0 2 1.4
B 6 11.8 0 0 2 4.5 8 5.4
C 11 21.6 7 13.5 4 9.1 22 15
D 18 35.3 12 23.1 3 6.8 33 22.4
E 14 27.5 33 63.5 35 79.5 82 55.8
ストレス度
A 20 39.2 7 13.5 5 11.4 32 21.8
B 24 47.1 30 57.7 21 47.7 75 51
C 3 5.9 9 17.3 7 15.9 19 12.9
D 2 3.9 4 7.7 5 11.4 11 7.5
E 2 3.9 2 3.8 6 13.6 10 6.8
生きがい度
A 6 11.8 3 5.8 1 2.3 10 6.8
B 9 17.6 7 13.5 5 11.4 21 14.3
C 16 31.4 20 38.5 9 20.5 45 30.6
D 14 27.5 14 26.9 17 38.6 45 30.6
E 6 11.8 8 15.4 12 27.3 26 17.7
精神的健康
パターン
A 29 56.9 25 48.1 14 31.8 68 46.3
B 14 27.5 12 23.1 12 27.3 38 25.9
C 2 3.9 5 9.6 1 2.3 8 5.4
D 6 11.8 10 19.2 17 38.6 33 22.4
不安スコア
A 19 37.3 8 15.4 9 20.5 36 24.5
B 15 29.4 25 48.1 10 22.7 50 34
C 10 19.6 9 17.3 8 18.2 27 18.4
D 7 13.7 8 15.4 13 29.5 28 19
E 0 0 2 3.8 4 9.1 6 4.1
中高運動歴
両方あり 32 62.7 30 57.7 13 29.5 75 51
片方あり 11 21.6 11 21.2 19 43.2 41 27.9
両方なし 8 15.7 11 21.2 12 27.3 31 21.1
自覚症状
A 30 58.8 30 57.7 14 31.8 74 50.3
B 21 41.2 21 40.4 24 54.5 66 44.9
C 0 0 1 1.9 6 13.6 7 4.8
精神疲労
A 47 92.2 46 88.5 34 77.3 127 86.4
B 4 7.8 6 11.5 7 15.9 17 11.6






られた。（表 2 および表 3 を参照）
　健康生活全般の状態が D（あまり良くない）ま
たはE（極めて悪い）と判定された学生の比率は，





















C 型が最も多く，次いで D 型が多かった。また
C 型と D 型を合わせた情緒安定傾向の学生が
52%，B 型と E 型を合わせた情緒不安定傾向の学
生が30%，B 型と D 型を合わせた積極傾向の学生
が37%，C 型と E 型を合わせた消極傾向の学生が
45% みられた。（表 1 を参照）
　筆者が1990年に短期大学学生を対象として実施
した調査結果14）をみると，C 型と D 型を合わせ
た情緒安定傾向の学生が44%，B 型と E 型を合わ
せた情緒不安定傾向の学生が37%，B 型と D 型を
合わせた積極傾向の学生が67%，C 型と E 型を合
わせた消極傾向の学生が14% であり， これと比
表 2． 3 つの群の各調査項目のスコアの平均と標準偏差
項　　目 規則群（51名） 中間群（52名） 不規則群（44名）
心身の状態 15.6±3.3 18.6±3.7 20.3±4.0
健康生活全般の状態 28.3±4.0 34.7±4.0 39.7±4.6
運動量 27.0±19.7 13.2±9.7 9.8±15.0
ストレス度 47.4±13.4 53.5±13.5 58.0±17.2
生きがい度 27.0±7.5 25.1±6.8 22.5±6.8
不安スコア 13.3±8.8 16.6±8.9 20.7±10.3
自覚症状 6.0±3.9 7.3±4.4 10.5±6.8
精神疲労 4.2±3.9 5.5±3.5 7.1±5.0
表 3． 3 つの群の各調査項目のスコアの有意差（数字は T 値）
項　　目 規則群─中間群 規則群─不規則群 中間群─不規則群
心身の状態 4.149＊＊ 6.192＊＊ 2.267
健康生活全般の状態 7.618＊＊ 13.134＊＊ 5.828＊＊
運動量 4.556＊＊ 5.407＊＊ 1.081
ストレス度 2.106 3.485＊ 1.497
生きがい度 1.365 3.078 1.799
不安スコア 1.802 3.848＊ 2.157
自覚症状 1.256 4.241＊＊ 3.079






　C 型と D 型を合わせた情緒安定傾向の学生の
比率は，規則群が69%，中間群が46%，不規則群
が39% であり，規則群で最も高く，不規則群が








表 4． 3 つの群の各項目の判定結果の比率（数字は %）
項　　目 区　分 規則群 中間群 不規則群
心身の状態
A＋B＋C 78 54 41
D＋E 22 46 59
健康生活全般の状態
A＋B＋C 100 73 27
D＋E 0 27 73
性格特性
C＋D 69 46 39
A＋B＋E 31 54 61
運動量
A＋B＋C＋D 73 37 14
E 27 63 86
ストレス度
A＋B＋C 92 88 75
D＋E 8 12 25
生きがい度
A＋B＋C 61 58 34
D＋E 39 42 66
精神的健康パターン
A＋B 84 71 59
C＋D 16 29 41
不安スコア
A＋B＋C 86 81 61
D＋E 14 19 39
中学・高校運動歴
中高あり 63 58 30
その他 37 42 70
自覚症状
A 59 58 32
B＋C 41 42 68
精神疲労
A 92 88 77
B＋C 8 12 23
表 5． 3 つの群の各調査項目の判定結果の比率の有意差（数字は X2値）
項　　目 規則群─中間群 規則群─不規則群 中間群─不規則群
心身の状態 12.834＊＊＊ 28.405＊＊＊ 3.388
健康生活全般の状態 31.214＊＊＊ 114.960＊＊＊ 42.320＊＊＊
性格特性 10.824＊＊＊ 18.116＊＊＊ 1.003
運動量 26.182＊＊＊ 70.817＊＊＊ 13.923＊＊＊
ストレス度 0.889 10.488＊＊＊ 5.604＊＊
生きがい度 0.187 14.617＊＊＊ 11.594＊＊＊
精神的健康パターン 4.846＊ 15.336＊＊＊ 3.165
不安スコア 0.907 16.004＊＊＊ 9.713＊＊＊
中学・高校運動歴 0.523 21.887＊＊＊ 15.909＊＊＊
自覚症状 0.021 14.699＊＊＊ 13.657＊＊＊
精神疲労 0.889 8.589＊＊＊ 4.190＊









































が 8 %，E（非常に高い）が 7 % であり，ストレ
ス度の低い傾向の学生が 7 割強，ストレス度の高

















































































































































































































4 および表 5 を参照）




































4 および表 5 を参照）











になった。 1 ） 規則群は他の 2 群に比べて心身の
状態の問題が少なく，逆に不規則群は心身の状態
の問題を多く抱える傾向にあること， 2 ） 規則群
は他の 2 群に比べて健康生活の状態の問題が少な
く，逆に不規則群は健康生活の状態の問題を多く
抱える傾向にあること， 3 ） 規則群は他の 2 群に
比べて情緒安定傾向の学生が多く，逆に不規則群
で最も少ない傾向にあること， 4 ） 規則群は他の
2 群に比べて運動量が多く，逆に不規則群は運動
量が少ない傾向にあること， 5 ） 規則群がストレ
ス度が最も低く，不規則群が最も高い傾向にある
こと， 6 ） 不規則群で生きがい度の低い学生が多
い傾向にあること， 7 ） 不規則群では他の 2 群に
比べて精神的健康パターンのスコアが高く，スト
レス抵抗型，ストレス不適応型と判定された学生
の比率が高い傾向にあること， 8 ） 不規則群は他
の 2 群に比べて不安スコアが高い傾向にあるこ
と， 9 ） 不規則群は他の 2 群に比べて中学・高校
とも運動部活動を行っていた学生の比率が低い傾
向にあること，10） 不規則群の学生では他の 2 群
に比べて自覚症状の愁訴が多い傾向にあること，
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